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突出した大都市バンコクと広大な農村地帯が併

存するタイ国において, 都市 一農村二分法が, 依

然, 有効な分析手段であることは大方の意見が一

致するところであろう｡ とはいうものの, この単

純な二分法では把握できない地区も当然, 存在す

る｡私が現在,滞在 している町コーラ- トも,そ

の一つである｡ テ-サバーンの人口 (約 20万人,

1990年)を基準にするならば, コーラートはバン

コク, ノンタブリーに続く第三の都市である｡ こ

の町は, 好奇心､を満面の笑教に浮かべて, 外国人

を無償の愛で迎えてくれるという田舎では決 して

ない｡ かといって, 外国人を外者としてはうって

おいてくれる程の都会でもない｡さらに ｢東北タ
イへの玄関口｣ たるコーラ-トは, 中部タイでも

東北タイでもない独特の表情をみせてくれる町で

もある｡｢微笑の国｣の住民とはとうてい思えない

この町の人々の無愛想さ｡これとタイ人が何より

尊重するという ｢サパーイ｣ な生き方は, どこで

接点を持っているのだろう｡断定はできないが,

アユタヤ時代からの軍事的戦略拠点としての歴史

が,コーラ- トを取っ付きにくい町にしているの

かも知れない｡

ところで,コーラー トはいろいろな可能性を秘

めた町である｡アランヤプラテー トでカンボジア

との国境が開かれて商取引が始まり.また将来メ

コン川にかかる橋が,東北タイとラオスとの関係

を一層, 密にするであろうことは間違いない｡ イ

ンドシナ市場とのつながりばかりでなく,東部臨

海地区の開発が進むにつれて,東北タイの南側に

位置する7県と,東部タイの北側の2県を合わせ

た計 9県を一つの経済圏として考え,その発展を

考えようという発想 もでてきている｡コーラ- ト

は,これまでの単なる一地方都市ではなく,インド
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シナ貿易の中心点 となり得る有力な候補地の一つ

なのである｡コーラ- トにとって強力なライバル

はコーンケーンであろうが,果たしてコーラー ト

の人間は, どれ程の自覚をもって, この現実に対

処 しているだろうか｡私が調査対象としている地

元の企業家の中で意識の高い人の視野には,ラオ

スは有力な市場としてすでに射程内にある｡ しか

し, コーンケーンのみならず, バンコクの企業家

にせよ, 外国企業にせよ, インドシナ市場-の進

出には,虎視耽耽の姿勢で臨んでいることを忘れ

てはならない｡

経済が成長すると,それは街を行き交う人々の

顔の表情までをも変えてしまうものである｡私が

最初にバンコクを訪れたのは1982年のことであっ

た｡その 5年後に,再びバンコクに入った時に,

人々がなんとも自信に満ちた面持ちで街を閥歩す

る姿を,まぶしいばかりの気持ちで眺めたことを,

私は今でも忘れられないでいる｡ バンコクの住民

の中には, 今や, 自分達の町がタイを支える一大

中心地であることに誇 りと自覚を持ち,Bang-

kokianとしての価値観に導かれて行動する階層が

育 ってきているように思われる｡一方,現在の

コーラ～ トの人々は,自分達の町に無限の可能性

が存在することを十二分に認識するに到 っていな

いようである｡彼らの自尊心の欠如 した行動に接

するたびに,私は残念でならない｡果たして, 5

年後あるいは10年後に,私が再びこの町を訪れた

なら, 私がかつてバンコクで味わった感激を, こ

の町の人達は私にプレゼントしてくれるだろうか｡

こんな半ば意地悪な気持ちと,そして半ば期待の

入り混 じった気持ちで,私は一年間のコーラ-ト

滞在の折り返し点を迎えようとしている｡
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